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1. はじめに 
従来の中緯度を主とした雪の結晶について、中谷や孫野・李の分類が使われてきた。 

その後、菊地による極地における観測から数多くの低温型の結晶が報告されてきた。この 
ことを踏まえて、日本雪氷学会の有志によって「雪の結晶の新しい分類表を作る会」が 
構成され、2012年に「グローバル スケール分類：（略）グローバル分類」が完成した。 
2013年には学会誌“Atmospheric Research 132/133”に公表されて、現在では世界で利 
用されてきている。 
グローバル分類の特徴は、8大分類、39中分類、121の小分類からなり、孫野・李の 

81分類から大幅に増加した。これは、特に CP：柱状・板状結晶群を充実させたことに 
よる。その中でも、CP6：骸晶状結晶、CP7：御幣状結晶、CP8：矛先状結晶、CP9：鴎 
状結晶の 24種はほとんどすべてが極地で観測されたものである。 
 
2 . 最近の観測例 
 グローバル分類の公表以来、特に CP6～9に関する観測例として藤野による新潟市での 
御幣型があるが、2015年に発刊された共著者の John Stacey による御幣型もある。この 
論文ではでは、アメリカ・ニューヨーク州ビンガムトン（～42°N、76°W）で観測され 
た雪の結晶を紹介する。 
                       グローバル分類（部分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CP6b：多結晶骸晶四角形 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CP7d：角柱御幣 
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